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 氏の論文の構成と内容は以下のとおりである。  
序 章 研究の枠組みと研究課題の概念整理  
第１章 障害者相談支援の政策動向と障害者総合支援法における相談支援事業の構造  
第２章 障害者相談支援に関わる議論から到達点を探る 
第３章 障害者相談支援における「実践課題の政策化」に関する理論的枠組みの整理  
第４章 「実践課題の政策化」を推進するための仕組み  
第５章 「実践課題の政策化」に関する核心的推進基盤のあり方  
第６章 障害者相談支援における「実践課題の政策化」の方法論への接近  
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たっては、真田是氏の「社会福祉の三元構造論」を敷衍して論じているが、政策主体には
国レベルと地方レベルがあり理論的な吟味が求められる。真田理論をもっと精緻で今日的
なものに高め、論理的整合性と現実的妥当性をもって追究する研究が期待される。しかし、
これらの課題はあるものの、氏の論文は課題設定と分析の視点が独創的であり、丁寧な文
献研究と調査に裏付けされた実証的な研究姿勢は高く評価できる。よって、本論文は博士
（社会福祉学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
